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女子部中等科３年  体操 

「 世界がつながるオリンピック 」 

                           山田 恵子 

 
 中等科 3 年は東京オリンピックを目前に控え、「世界がつながるオリンピック」と題して教科横断的

な学びに取り組んだ。調べ学習や様々な活動を行う他、戦争体験を伺う平和学習や広島海山研修での

経験、また国際ピエール･ド･クーベルタン委員会副会長の田原淳子教授や卒業生でパラリンピック選

手の有安諒平さんにもお話を伺い視野を広げてきた。それらの学びから「歴史」「競技」「文化･国際交

流」「オリンピックの精神」「2020 年に向けて」の５つのグループに分かれて報告した。クーベルタン

は身体と意思と精神の調和のとれた若者を育成することが大切であり、スポーツを通して異なる文化

を理解し認め合うことが平和につながる、人類の調和のとれた発展に役立てることがオリンピズムの

目的であると述べた。オリンピックの本当の意味を学び、平和をつなぐ一人としてそれぞれの使命に

気付き、学校でのオリンピズムにつなげていく学びとなった。 
 

Ⅰ．はじめに 

 2020 年、いよいよ東京でオリンピックが開催さ

れる。近代オリンピックはクーベルタンによって

提唱され、世界中の若者がスポーツを通して互い

に理解し認め合い友好を深めることが世界平和に

貢献すると願い創られた大会であり「平和の祭典」

として発展してきた。私はこの夏「国際ピエール・

ド・クーベルタンユースフォーラム（於フランス）

に引率者として参加の機会をいただき、23 カ国

120 名余りの若者が共に活動する中で、人種、国籍

を超えたスポーツ、文化の交流が平和の礎となる

ことをまさに実感した。東京オリンピック・パラリ

ンピックが様々なメディアで注目される中、生徒

の中にはオリンピックは特別なもの、あまり関わ

りがないと考える人もいる。現在のオリンピック・

パラリンピックはオリンピズムの理念のもと、競

技者だけでなく私たちも「学ぶ（知る）、観る、す

る（体験・交流）、支える」といった視点から様々

に関わる機会がある。中等科 3 年生も報告会の学

びからオリンピックに込められたオリンピズムの

精神を理解し、積極的に関わる素地を育み、それぞ

れの生涯においても平和をつなぐ一人になるよう

学びを深めていった。 

 
Ⅱ．報告会までの学習  
 授業では通常体操会までデンマーク体操の実技

を中心に行っている。そこで教室内に様々なスポ

ーツ選手の活躍やエピソードをポスターで紹介し

たり、オリンピックについての映像や普段馴染み

のないパラスポーツの経験としてブラインドサッ

カーやシッティングバレーにつながる運動を紹介

したりと少しずつ関心が持てるようにしていった。

また夏休みに各自がオリンピックに関する題材を

選びレポートにまとめた。レポートの題材はオリ

ンピックの歴史、競技、パラスポーツ、競技場、ボ

ランティアなど多方面に興味を持ち、身近な施設

を訪ねるなど工夫して調べることができた。2 学

期にはグループごとに調べた内容を報告し合い学

び合った。 
また、9 月の平和学習では小澤俊夫さんの戦争

体験、10 月の広島研修旅行前には法政大学の大里

知子先生に歴史的な視点での戦争の話、広島では

被爆体験や大久野島での毒ガスの製造のお話も伺

った。その中で若いときからの身近な異文化交流

の大切さ、相互理解の大切さを伺い、皆の中に平和

をつなぐ意識が高まった。 
本格的な報告会準備前に、国際ピエール・ド・ク

ーベルタン委員会の副会長、田原淳子教授をお招

きし、オリンピックの歴史やオリンピズム、女性と

スポーツのなど貴重なお話を伺った。更に最高学

部の講義を聴講させていただき、自由学園の卒業

生でパラリンピック選手の有安諒平さんから「ス

ポーツと生きがい」について伺った。このようにオ

リンピック・パラリンピックについて視野を広げ
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ていった。 
また各教科でも普段の学習をオリンピックにつ

なげていただき、英語をはじめ国語、社会、美術な

どの学びを活かし、教科横断的な発表となった。 
 

Ⅲ．報告会の準備 
 実質的な準備は広島海山研修後の 11 月半ばか

ら本番まで約 3 週間で行った。 
これまでの学びを踏まえ、報告内容は【歴史】【競

技】【文化・国際交流】【オリンピックの精神】【2020
年に向けて】の 5 つに絞り、各自の希望でグルー

プに分かれリーダーを中心に取り組んでいった。

調べ学習には iPad も取り入れた。 
多方面の取り組みとなったため、グループ活動

が把握しやすいように共通の各種記録シート、フ

ァイルを作り定期的に提出、報告し合った。 
発表はステージ上で全員で行うこととし、ギャ

ラリーからの大きな地図をはじめ、H 字 T 字を使

用する図画や、表をグループごとに制作した。 
世界地図は社会科の星住先生に指導していただ

きメルカトル法で正確な製図に取り組んだ。 
またオリーブの葉冠やメダルを実際に作ってみ

るなど工夫して取り組んだ。報告しきれない内容

は展示コーナーに紹介し、3 面に溢れるほどとな

った。（写真 15～17） 
文化・国際交流のグループは二つに分かれ、文化

のグループはオリンピックから生まれたピクトグ

ラムを取り上げた。はじめに身近なピクトグラム

をひばりが丘周辺で調べ、ピクトグラムの理解の

仕方についてアンケートを作り、学園内でも調査

した。また 1 学期の美術の勉強を活かし美術科の

金井先生の指導の下、自由学園の体操会のロゴと

ピクトグラムを考える発展した勉強を行った。 
国際交流のグループは英語の勉強からオリンピ

ックでのおもてなしについて考え、日本を案内す

る英語劇を考えた。また日本の名所を紹介する英

語の案内版も製作した。劇の背景には雷門やスカ

イツリーを丁寧に描いた（写 8）。英語の発表は英

語科の小山先生、シックステン先生が丁寧にご指

導くださった。 
このようにオリンピックから派生して教科横断

的に学びを深めていった。 
 

Ⅳ．報告会の内容 
【歴史】 

オリンピックの歴史について、紀元前 776 年か

ら始まった古代オリンピックから近代オリンピッ

クまで、開催地の世界地図や年表（写 1）を使っ

て報告した。オリンピア競技はゼウス神に捧げる

競技祭として 4 年ごとに開催され、争いも祭典の

ために「エケケイリア（聖なる休戦）」と呼ばれ

る休戦期間が設けられていた。報告では「平和の

祭典」と呼ばれる理由に加え、当時少年競技が多

く登場するのは社会が理想とした身体的な美と高

潔な精神を持った「美しき人へ」教育することを

目指した為であり、またオリンピックはスポーツ

だけでなく外交や著名人の交流や発表の機会、芸

術の発展にも寄与していった歴史を報告した。近

代オリンピックが 1886 年アテネで再開。スウェ

ーデンで行われた第 5 回大会から日本は参加し、

2020 年には 56 年ぶりに東京オリンピックが日本

で開催される。また勝者に贈られたオリーブの葉

冠やメダルを実際に作って紹介した（写 2）。 
【競技】 

夏季・冬季オリンピック、パラリンピック、競技

会場の 4 点について報告した。オリンピックは夏

季・冬季共に４年おきに行われている。次の夏季、

東京オリンピックで行う競技一覧表(写 3)を用い、

新しく加わる 5 つの種目について報告した。また、

あまり知られていない競技も詳しく展示で紹介し

た（写 12）。その他に前回までの 4 回のオリンピ

ック国別メダル獲得数を調べ表にした。人口の多

い国はメダル獲得数も圧倒的に多い。また自国開

催ではメダル取得数が増えており、選手にとって

慣れた環境や声援が沢山届くことにより、一層力

を発揮できるのではないかと考察し東京オリンピ

ックに期待を寄せた。冬季競技の中ではフィギア

スケートを取り上げ、若手選手の活躍を紹介した。 
 パラリンピックでは競技や特徴について調べ報

告した。男子部卒業生でパラリンピックボート競

技、パラローイングで活躍している有安さんから

「スポーツが生きがいになっている」と伺い、障害

者スポーツが様々な人の支えになっていることを

学び、デフリンピック（聴覚障害者のための競技大

会）やスペシャルオリンピックスについても関心

を広げレポート展示も行った（写 17）。 
  会場についても調べた。使用される会場は 43 ヶ

所と選手村がある（写 13）。特に開会式や陸上競技

で使用される新国立競技場は隈研吾氏のデザイン

でテーマは（風と木の夢の舞台）、全国の木が使用



自由学園年報 第 24 号 2020 
 

   

されていて日本人の心を一つにする競技場である。

一方、建設費や労働環境の問題点にも触れ、オリン

ピックの大きな晴れ舞台が多くの方の大変な思い

で建設されていることを知り、マナーやルールを

守りすべての人が楽しめる大会を作ることが大事

だと結んだ。 
【文化・国際交流】 

オリンピックに関わる文化や国際理解について

調べ、ピクトグラムを取り上げた。ピクトグラムは

1964 年の東京オリンピック開催時に日本で作ら

れた。世界中から多くの人が集まるため、誰がみて

もわかるマークを考案、著作権を放棄したことで

世界中に広まった。このピクトグラムがどれだけ

正確に伝わるのか調べるために女子部生と教員合

計 212 人にアンケートを行った。その結果、温泉

マークをはじめ日本人と外国人では理解に様々な

違いがあることが分かり図示して報告した。現在

外国人に合わせた新しいピクトグラムも考案され

ているが、日本の文化を大切にするために、変えて

しまうのでなく、わからなければ自分たちが日本

の良さを口頭で伝えることが出来るのではないか

など、自分たちでできることは何か考える機会と

なった。 
 ピクトグラムを学んだ発展として、体操会のロ

ゴとピクトグラムを制作した。女子部の各種目「全

員体操」「メイポールダンス」「手具体操」「クラブ

体操」のピクトグラムを紹介した。他に体操会のロ

ゴと各部のピクトグラムは展示し(写 11・16)、制

作過程を iPad にまとめて動画を展示した。普段何

気なく目にしていたものについてよく知り、再確

認し、感覚の違いを乗り越えて伝わりやすくする

にはどうしたらよいかよく考える学びとなった。 
 国際理解のグループは「おもてなし」という観点

で、どのように英語を活かせるか考え英語劇を行

った。オリンピック観戦で来日された外国人をも

てなすつもりで英語での案内を行った。各自担当

国の国旗を下げて日本と外国人役がわかりやすい

ように工夫した。浅草やスカイツリーを背景に描

き、東京の名所や国立競技場のへの案内、地下鉄の

使い方、日本食や着物など日本文化の紹介も織り

交ぜながら生き生きと発表した（写 6）。また広島

など日本各地の名所を紹介する案内版（写 10）や

世界各国のあいさつも調べ表にして展示した（写

16）。もてなしとはどのようなことか相手の立場に

なって考え、また現在学んでいる英語が生かせる

ことを再認識した。オリンピックだけでなく学園

での国際交流の機会でも今後積極的に交流したい

と皆の自信につながる学びとなった。 
【オリンピックの精神】 

オリンピックの精神と平和につて考え報告した。

はじめに近代オリンピックを提唱したクーベルタ

ンの生い立ちからオリンピック復興へ込められた

願いに触れた。オリンピズムはスポーツを通して

若い人々がフェアプレイの精神の下に身体と精神

を鍛錬し、文化や国の違いなど様々な差異を超え

てお互いに理解し合い友好を深めて世界平和に貢

献してこうとするものと言われている。オリンピ

ックの目的がスポーツの世界一を決めることでは

なく、スポーツを通して心身の調和のとれた若者

を育て、平和の社会を創造するものであり、その価

値は卓越・友情・敬意/尊重で示されるとまとめた。

また「平和の祭典」として今でも休戦活動を発信し

続けていること、スポーツを通じて開発すること

でスポーツができるような社会基盤を作るととも

に、参加することで異文化対立といった社会問題

への関心を刺激し、その取り組みが地球上の最も

貧しい人々の人生をより良いものにする可能性が

あると述べた。また Right to Play（国際人道機関）

の働きについて世界地図で紹介した（写 7）。ペル

ーで定期的な身体活動を実施するよう働きかけた

ことで学校の出席率や意欲が高まったこと、中国

での子供たちの身体、心、社会的健康改善を目指す

対策に貢献していることなどを紹介した。スポー

ツやオリンピック等の最大の利点は競い合うだけ

ではなく社会的な違いや国家的、地理的な環境を

越えることだとまとめた。 
  次に広島での被爆体験談をはじめ今年度伺った

沢山の平和についてのお話から、戦争を起こさな

いためには個人個人が外国の方と関わることが大

切だと話されたことに触れ、今自分たちにできる

ことはしっかりとお話しを心にとめ、周りに伝え

ていくこと、外国との交流を大切にして偏見や先

入観をなくすことだ、それぞれの価値観や違いを

受け入れることが争いのない世界を作る第一歩な

のではないかと述べた。 
  最後にオリンピックで過去に国家間の争いや戦

争によりボイコットなどが起こり、政治的な側面

から大きな影響を受けた歴史を紹介しこのような

ことがあってはならないと力強く訴えた。またフ

ェアプレイの精神で戦った様々なエピソードも調
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べ報告した。 
オリンピックを平和と政治という観点から学び、

オリンピックのもたらす強大な影響力は立場によ

り良くも悪くもなるということ、現在と昔の考え

方の違いなど多くの発見と学びがあり、平和な未

来への思いを強くした。 
【2020 年に向けて】 

いよいよオリンピック・パラリンピックが東京

で開催される。まず大会のコンセプトを紹介した。

「全員が自己ベスト、多様性と調和、未来への継

承」。この大会には、東日本大震災からの復興を示

し世界各国からの支援に対する返礼の意味を持つ

特別な思いが込められていて、宮城県に予選会場

を設ける、被災地の住民が聖火リレーに参加する

など東北でも関われるよう工夫されている。また

様々な準備が行われる中でボランティアに着目し

た。活動内容は案内や競技サポートだけでなくテ

クノロジーやヘルスケアなど多岐にわたる。応募

者 20 万人余りの男女比は 4 対 6 と女性の比率が

高く、女子部でもパラリンピックのテニス競技で

ボールパーソンをする上級生を紹介した。 
自分たちで出来ることを考え、休戦と平和を願

い、平和の象徴折り鶴を折り選手へ応援メッセー

ジを書く企画を見つけクラス皆で行った。メッセ

ージは国語の勉強で研修旅行の際、全員が丁寧に

お礼状を書く学びがあり、選手を思いながら期待

を込めたメッセージが集まった。来場者も共に鶴

やメッセージが贈れるように展示した(写 14)。た

くさんの活動があることを知り、今後もこの機会

を通して外国の方との交流を深めるなど積極的に

関わっていきたいと思いが膨らんだ。 
【リーダー挨拶】 

リーダーの挨拶では、この学びを通して皆の意

識が変わった。また実際に田原先生や、平和学習な

どたくさんのお話を伺う機会もあった。この学び

を生かし私たちの身近なところから平和にするな

ど少しずつ実践していき、２０２０年の東京オリ

ンピックにつなげていきたいとまとめた。 
 
Ⅴ．報告会を終えて 

オリンピックを身近に感じられなかった生徒た

ちが、この学びを通し本来の目的や意義を知る 
と同時に、平和をつなぐ一人として、今自分たちが

何ができるのかをそれぞれが考える機会となった

ことは貴重な学びであった。 

今回は家族ごとではなく、興味を持った分野で

学びを深めた。どのグループも勢いがあり、どんど

ん調べ工夫していき、当日には報告しきれないほ

どとなった。時間が限られているため、互いに聞き

合い取捨選択し、本当にステージで伝えたい内容

にまとめその他は展示とした。３面の展示コーナ

ー一杯に充実した展示となった。中等科の報告会

に iPad を使用したのはおそらく初めてだったと

思う。調べ学習やピクトグラム制作などに活かし

展示コーナーでも活用できた。 
オリンピックが単なるスポーツの戦いやスポー

ツ観戦の場ではないこと、歴史的な変遷を経て今

日があり、次のオリンピックが東京に来ることは

本当に恵まれた経験になると実感する学びとなっ

た。それぞれの生涯に生かされていくことを願う。 
 

Ⅵ．終わりに 
   報告会にあたりご多忙の中、田原先生には学園

にお越しいただき心より御礼申し上げる。また英

語科の小山先生には準備期間通して特別にご尽力

いただいた。その他シックステン先生、河原先

生、金井先生、星住先生、谷先生、奈良先生、早

野先生にも要所要所でお力添えいただいたことに

感謝したい。また図表の制作にご協力いただいた

皆様にも御礼申し上げる。 
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(3 面)     写真１８：世界地図（開催地） 




